
有機溶媒下における酸化亜鉛の光触媒作用
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緒 言

先行研究

メチレンブルー“MB”溶液の

吸収スペクトルの積分強度を
求め，有機溶媒下においても
酸化亜鉛“ZnO”が光触媒作用を
有するかどうかを評価した。
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クロロホルム CHCl3

変化しない。
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光触媒：紫外線を受け励起し，超親水性や
酸化還元反応を促進する物質。
空気清浄，脱臭，浄水，抗菌，防汚など
の作用を持ち，住居の外壁やトンネルの

照明，道路などに応用されている。 紫外線照射により，光触媒の表面にはOHラジカル“OH・”や酸素ラジカル “O2
・”が生成す

る。それらのラジカルが光触媒に付着した汚れである有機物を分解する。
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水溶液中でのメカニズム

つまり光触媒作用における有機物の分解はラジカルが関係している。

目 的

先行研究より有機溶媒下におけ
るZnOの光触媒作用に，塩素“Cl”

ラジカルの存在及び数の影響が
示唆された。

一方でClラジカルが生成
されると同時に炭素“C”

ラジカルが生成される。

有機溶媒下でのZnOの光触媒作用には
Clラジカルのみ，またはCラジカルと
Clラジカルが影響していると考えられ
る。

本研究では有機溶媒中での
ZnOの光触媒作用にCラジカルと
Clラジカルがどのように影響して
いるかを比較・評価する。
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試薬(溶媒)

①硫酸マグネシウム“MgSO4”で脱水した有機溶媒のMB溶液100 mL(1.0×10-4 mol/L)

を調製し，ZnOを6.1×10-3 mol加え電子天秤で各試料の質量を測定した。
② ZnOを加えた試料を光が遮断された状態でスターラ―(300 rpm)により撹拌し
光触媒にメチレンブルー“MB”を30分間，飽和吸着させた。

③ ZnOを加えた試料に①で測定した質量と等しくなるように脱水した有機溶媒を
加え，3 mLを分取・ろ過して分光光度計で664 nmにおける吸光度を測定し
電子天秤で質量を測定した。

④ 各試料をスターラー(300 rpm)で攪拌しながら，試料の入ったビーカーの
上方から紫外線(SHORT WAVE)を照射した。

⑤ 10分ごとに各試料から3 mLを石英セルに分取・ろ過し，分光光度計でMB溶液の
664 nmにおける吸光度を測定した。

実験操作

• 有機溶媒下における酸化亜鉛の光触媒作用には
塩素ラジカルが影響していることが考えられる。

• 塩素ラジカルになりうる塩素原子の数が多い溶媒を

用いれば光触媒作用がさらに促進されることが考えられる。

y = 0.03x

R² = 0.97
0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0 10 20

ln
(【

M
B
】

X
/【

M
B
】

0
)

(tx-t0)/min

y = 0.03x

R² = 0.990

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

0.6

0.7

0.8

0 10 20

ln
(【

M
B
】
ｘ
/【

M
B
】

0
)

(tx-t0)/min

y = 0.07x

R² = 0.910

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

0 10 20

ln
(【

M
B
】
ｘ
/【

M
B
】

0
）

（ｔｘ-ｔ0)/min

クロロホルム
CHCl3

ジクロロメタン
CH2Cl2

1,2-ジクロロエタン
C2H4Cl2

y=0.07x y=0.03x y=0.03x

[MB] ：メチレンブルー水溶液の濃度（吸光度）
t ：紫外線照射時間（min）

k ：メチレンブルー分解反応速度定数（min-1）

MBの光分解を一次反応と仮定し

光分解反応速度定数を算出した。
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C原子の数が同じ

Cl原子の数が同じ

• 紫外線ランプ
(フナコシハンディ型紫外線ランプ)

• 分光光度計
(SHIMADZU UVmini1240)

• スターラー
(yamato Mag-Mixer MD200)

• 3 mL石英セル
• 50 mLビーカー
• ろうと
• ろ紙
• 電子天秤

器具

Cl原子の数に対してC原子の数を変化させた場合

C原子の数に対してCl原子の数を変化させた場合

CH2Cl2

C2H4Cl2
} 光分解反応速度定数は変わらなかった。

CH2Cl2CHCl3 >
光分解反応速度定数は

Clラジカルを多く生成したほうが光分解反応速度定数

が大きい。

有機溶媒下での酸化亜鉛の
光触媒作用にはCラジカルは
影響していない。

有機溶媒下での酸化亜鉛の
光触媒作用にはClラジカルが
影響している。


